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令和 2年度（２０２０年度） 第１回熊本博物館協議会議事録 

 

2020年 7月 29日（水）1４：00～15：50 

於：熊本博物館講堂 

 

 

出席者 

【委員】阿部委員（会長）、岩崎委員（副会長）、紫垣委員、島津委員、 

富田委員、小佐井委員、日高委員、宮本委員、宮尾委員、金丸委員、 

福本委員、梶尾委員 

【 市 】遠藤教育長、田端館長ほか博物館職員   

    ※教育長は挨拶後、退席 

〈次 第〉 

○開会 

○新任委員紹介 

○主催者挨拶 

○議事 

（１）令和元年度事業報告について 

（２）令和２年度事業計画変更事項について 

○閉会 

 

《議事》 

【議事 1 平成３０年度 第２回博物館協議会意見に対する対応について】 

会  長：それでは、会の進行を務めさていただきます。委員の皆様より建設

的なご意見をいただきますよう、ご協力をよろしくお願いいたしま

す。会議次第にしたがいまして、令和元年度事業報告について、説

明をお願いします。 

 

館  長：協議会資料をもとに、令和元年度事業報告について説明いたしま

す。 

［令和元年度事業報告について説明］ 

 

会  長：ご意見・ご質問等おありでしたら出していただきたいと思います。

それではお願いいたします。 

 

委  員：お礼とお願いです。博物館と美術館は昨年度からいろいろなかたち
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で連携をさせていただいておりまして、共通マップの作成やテーマ

を共有する展示会ではお世話になりました。熊本城周辺施設として

今後も連携事業をぜひお願いします。 

 

館  長：ありがとうございます。私どもも県市の枠組みを超えた県立美術館

と熊本博物館の連携は、相互に相乗効果があり、熊本城周辺の賑わ

いづくりにとりましても非常に重要だと感じています。今後も、美

術館との連携を継続して参りたいと考えておりますので、引き続き

よろしくお願いいたします。 

 

委  員：ホームページのコンテンツについてお尋ねします。例が 7つほど挙

げられていますが、これは職員だけで作られたのでしょうか。ま

た、時間はどれくらい掛けられたのでしょうか。更新頻度なども教

えていただけますでしょうか。 

 

事務局 ：自粛期間中に自宅などで観察や科学工作を楽しめる場を提供できな

いかと思い、北海道博物館の呼びかけに応じて「おうちミュージアム」

のロゴの元に、コンテンツを紹介しています。子ども科学教室の担当

者は、手持ちの科学工作のネタを発信しています。最初にアップロー

ドしたのは 3 月 2 日、最新は 7 月 25 日です（７月 29 時点で）。

ネタができ次第更新をしているような状況です。科学工作は 20 個

ほど発信しており、このほか動物・植物・民俗・地質など、各学芸員

が有しているネタをコンパクトにまとめてコンテンツとして発信し

ています。かかる時間はそれぞれの学芸員によっても異なりますが、

最初から作ろうと思うと時間がかかるものもあります。他館と連携

したコンテンツもあり、一概には言えませんが、すぐ発信できたもの

から何週間もかかったものもございます。また、おうちミュージアム

動画については、民間のケーブルテレビの協力を得て、コンテンツの

中身を映像化し、ケーブルテレビでの放送後に博物館の YouTube

チャンネルで配信をしています。 

 

委  員：HPコンテンツ、楽しく拝見させていただきました。一般の方々だ

けでなく、普段博物館に来られない方、障がいをお持ちの方にとっ

ても、有効な情報発信方法だと思っています。今後も続けていただ

きければ幸いです。もう一点、特別展・企画展・各種講座につい

て、自然科学系は小中学生の参加者が多いようですが、人文系は若
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い方や子どもの参加が少ないなという印象があります。人文系につ

いても、若い人にふしぎの種「ふしぎだね」を蒔けるように何か取

り組みをされているでしょうか。  

 

事務局 ：社会科・理科に関する 50題材を取り扱った館内学習プログラム集を

使って、熊本博物館から遠隔地にある 12校の小学校３・４年生を対

象に行っているスクールシャトルバス事業では、社会科のプログラ

ムも提供しています。多いのは授業とのつながりが深い民俗分野で、

座学や展示室でのレクチャーなどを行っています。そこで興味を持

った子どもたちが、また休日に家族と来てくれればと考えています。

人文系のイベントについては、実際に行っているものもありますし、

これから広げられればと考えています。 

 

委  員：天文関係について、プラネタリウムは活発な取り組みをしていただい

ており、来館者の半分はプラネタリウムを見ているようで素晴らし

いと思います。一方で、プラネタリウムというのは、こちらの施設を

使って体験するものですが、学校現場に出ていく「お出かけ事業」に

ついては、天文はなかなか難しい面もあると思います。企画や計画が

あればお考えをお聞かせいただけますでしょうか。 

 

事務局 ：天文分野の「お出かけ事業」については、太陽の観察やエアドーム

を用いたモバイルプラネタリウムの投映などのプログラムを用意し

ていますが、学校側が博物館のプラネタリウムを用いての学習投映

を希望されているというような状況です。リニューアル前の休館期

間中は､モバイルプラネタリウムの投映を中心に「お出かけ事業」

の依頼もございました。 

 

委  員：多くの催しを行っているようですが、企画はどのようなプロセスを

もって決定をしているのでしょうか。今後、博物館の利用者を爆発

的に増やしたいのか、特色ある企画を中心に元々興味のある方に絞

ってじわじわと利用者を増やしていきたいと考えているのかが気に

なりました。流行りものの企画はされないのかなと。全体的に広報

活動が不足していると感じています。ＳNSや YouTubeをよく利

用していますが、博物館のアカウントがあることを知らなかったの

で大変もったいなく思いました。ネット配信のコンテンツは良いと

思いましたが、HPのアクセス数の伸びなどはいかがでしょうか。 
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館  長：催しについては月 2 回の館内会議などで決めています。スケジュー

ルとしましては、秋口には翌年度の予算を計上しなければなりませ

んので、詳細については、事務方と学芸員が一緒に企画を詰めていく

という流れになります。特に特別展や企画展など比較的大きなイベ

ントについては、数年先まで見越して計画を立てています。広報不足

については、ご指摘のとおりだと受け止めております。固定客だけで

なく新規のお客様にも来てもらいたいのかということにつきまして

は、私たちが新型コロナウイルス対策で休館している中で再認識し

たことがありまして、来館できない方（障がいのある方など）にも何

かできないか、ということでインターネットでの配信を始めていま

す。私共としましては、これまで博物館に興味を示されなかったお客

様にも、もちろん来ていただきたいと思っています。特に SNS や

YouTube を多用する世代に向けて、広報面の工夫が必要かと考え

ています。現在、本館のツイッターのフォロワーは 818人、塚原歴

史民俗資料館のツイッターのフォロワーは 163人、ユーチューブの

チャンネル登録は 260人となっています。流行りの企画を行わない

のかというお尋ねについてですが、博物館では入場料とは別に観覧

料をいただく特別展というものを開催しておりまして、これは民間

事業者と私どもがタッグを組んで、民間のノウハウを活用しながら

実行委員会形式で開催するものです。そういったお客様のニーズを

捉えた催しも今後も続けていきたいと考えています。いずれにしま

しても、まだまだ博物館の広報が不足しているということを反省し

ながら取り組んでいかなければならないと思っています。 

 

会  長：Twitterや YouTubeはいつから始めているのですか。 

 

館  長：Twitterは 4月から、YouTube は 5月からです。 

 

会  長：理工系は体験型のものが多く子どもに人気とのことですが、やはり人

文系は専門的な言葉で言うとハイコンテクストな、深堀りをする、考

えさせるものが多く、少し対象が違ってくると考えます。企画をする

際には考えていく必要があることなのではないでしょうか。 

 

事務局 ：昨年から、5月のGWと来年 2 月の「くまはく誕生月間」につい

ては、全学芸員と研究員でイベントを実施しています。今年の 2月
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は、人文系も大人向けのものや子ども向けのイベントを用意してい

ましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、途中からイベント

が中止となり、5月も全てのイベントを中止しました。来年の 2月

にも同様のイベントを計画していますので、子どもたちや来館者の

方が楽しめるものにしていきたいと思っております。 

 

館  長：人文系に関しては、私たちが企画を組むときに博物館として勉強し

てほしいと思うこととお客様のニーズに少しズレがあるのかなと思

うこともあります。ニーズを把握するための調査も必要だと思って

います。 

 

会  長：遠隔授業について、配信をする際に著作権の問題があります。既に

されているとは思うのですが、どんどん状況が変わっていきますの

で引き続き整理、確認をお願いします。 

 

 

【議事２ 令和 2年度事業計画変更事項について】 

事務局 ：現在の新型コロナウイルス対策についてご説明いたします。資料４

をご覧ください。 

［新型コロナウイルス対策について説明］ 

 

館  長：ここからは令和 2年度事業計画についてご説明いたします。ただい

ま館長補佐からも説明がありましたとおり、新型コロナウイルス感

染症拡大防止のために、当初の計画から中止や延期、また、縮小し

た事業がございます。今後もやむを得ず中止や変更となる場合がご

ざいますのであらかじめご了承ください。 

     ［令和２年度事業計画について説明］ 

 

会  長：ありがとうございました。ご質問、ご意見をお願いします。 

 

事務局 ：本日、ご欠席の木川委員から、メールでご意見をいただきましたの

でご紹介させていただきます。 

     ［令和元年度 事業について］ 

近隣の県立美術館との連携事業は、良い試みかと思いました。今後 

も何か企画されることを楽しみにしております。「自然のおいしい味

わい方」の展示会は、新聞記事を見て来館された方も多かったとのこ
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とで、博物館のあるべき姿のように思いました。これだけ多くの事業

を精力的に実施されており、スタッフの方々の頑張りは素晴らしいと

思います。外部にも、もっとその成果を知っていただけると良いと思

います。 

 

［令和 2年度事業について］ 

どこでもそうですが、新型コロナウイルス感染症の影響は非常に甚

大です。特に、触れたり、グループで取り組んだりという、体験型

のプログラムが本当に難しい状況かと思います。今後は、with コ

ロナの企画として、自宅にいる方やなかなか出かけられない方々へ

向けての企画も増やしていただければと感じました。 

 

館  長：木川委員から貴重なご意見をいただきました。withコロナという話

もありますが、今後は、休館中の職員の気付きを生かして、障がい

をお持ちの方や高齢者の方など、外出の機会の少ないお客様向けた

情報発信にも積極的に取り組んでまいりたいと考えています。 

 

委  員：限られたマンパワーの中で様々な企画をされていることに、まず敬

意を表したいと思います。その中で博物館と美術館の共通の悩みで

はないかなと思うのですが、ＫＰＩ（重要業績評価指標）はどのよ

うになっているのでしょうか。目標値を設定さていると思うのです

が、近年は人も減る、予算も減る、類似施設は民間も含めて増えて

くる中で、市民・県民の選択肢が増えることは良いことなのです

が、行政としては常に右肩上がりの数字を要求されます。そのよう

な中で、特に今年は新型コロナウイルス感染症や豪雨災害などによ

って、事業をしたくてもできない、お客様は来たくても来られない

ということが、これから当面、続くのではないかとか正直感じてい

ます。そういった中で博物館のＫＰＩはどのようになっているのか

というのが一つ目の質問です。二つ目は新型コロナウイルス感染症

とも絡むのですが、計画していた事業が出来なくなった場合、その

事業はあきらめるのか、それとも工夫してほかの事業に振り替える

のか、どのような方向性を持っておられるのか、以上の二点をお尋

ねします。 

 

事務局 ：熊本博物館の年間入館者数の目標は、リニューアルオープン時に 17

万人と設定しております。1年目は１２月オープンのため、年度単位
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の統計はなく、令和元年度の入館者数につきましては、新型コロナウ

イルス感染症の拡大防止のため、年度末に臨時休館した約１か月間

を差し引いて、約８万７千人となっております。今後の目標値につい

ては、今の状況を踏まえ、あらためて設定しなければならないと考え

ています。また、近隣の文化施設と連携・協力をして、相乗効果を図

った取り組みも必要だと感じています。 

 

館  長：入館者数に関しましては、当初の目標値を大きく下回ったということ

で、その要因につきましては、いろいろと切り口がありますが、反省

すべき点は多々あるのではないかと思っています。また、設定した目

標数値についても、その妥当性について、併せて検討しなければなら

ないと感じています。 

 

事務局 ：もう一つ、ご質問がありました事業を中止した場合の代替事業につい

てお答えいたします。特にスクールシャトルバスについては、昨年の

予算計上の段階で 12校分の予算を要求・確保しましたが、昨年は 2

時間半ほど博物館に滞在し、給食の時間までに学校に戻るというよ

うな計画を立てておりました。アンケートの結果、プラネタリウムや

館内学習、展示物の見学は大変有意義だったという回答が多かった

のですが、滞在時間が短いとのご意見もありました。そのため、本年

度は４時間滞在で予算取りをいたしました。２月からは新型コロナ

ウイルス感染症の影響もあり、対象の学校には、年度初めの４月の段

階で中止も含めてご検討くださいと打診としたところ、授業時数の

関係等で見送る学校もありましたが、参加したいという学校も多く

ありました。なるべく実施できるような方向で進めていこうとして

いるところで、夏季休業中に改めて参加希望校と打ち合わせを行う

予定です。代替については現時点では考えておりません。 

 

事務局 ：付け加えをさせていただきます。スクールバスの事業とは別件ですが、

今年の 6 月にスクールキッズパスを作成・配布しましたが、非常に

評判が良く、中学生同士で遊びに来ている姿も見受けられ、家族での

来館も増えているようです。子どもたちやご家族連れの来館に非常

に効果があると考えています。 

 

会  長：委員の質問にありました予算を動かすというのはできるのでしょう

か。 
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館  長：４月に（臨時休館中）、事業の精査をして欲しいと財政当局から依頼

があり、明らかに実施が困難と思われる事業につきましては減額措置

を行いました。中止した事業につきましては、減額となるため、来年

度以降に先送りをして実施する予定です。また、事業規模の縮小など

により、余剰の発生した予算については、他の事業への振替など、可

能な範囲で有効に活用していきたいと考えています。       

 

委  員：熊本博物館も入館者目標を達成されていないとのことですが、県立美

術館も全く同じ悩みで厳しい状況です。全国の博物館の会議でも、い

つもこのことが議論に上がります。行政としては税金を投入している

ので、当然、入館者数を増やすことが求められます。でも現場は、良

いものをやろうとするのか、それとも集客性の高いものをやるのか、

いつも葛藤があるんです。 

 

館  長：入館者数を増やす工夫といたしましては、先ほど説明のあったスクー

ルキッズパスは上手くいっていると思います。それから、インターネ

ットを活用した情報発信はもとより、お客様のニーズに合わせた集

客力の高い催しについても新型コロナウイルス感染症が収束した後

には、しっかりと計画していきたいと考えています。 

 

委  員：全国的に博物館の運営等が厳しい状況において、どのような評価をも

って自分たちの努力を示していくのかが課題となっています。わかり

やすいのは数的な入館者数ですが、これからどんどん減っていくこと

が予想されます。入館パスの作成など、質的な評価は文章で書いても

なかなか伝わりにくく、外部から評価されにくいと思います。KPIと

いう観点から言うと、質的な評価を何らかの形でそれを量的に表して

いく工夫が必要なので、満足度などを数値的に昨年と比べてどうであ

ったかを示せるとよいのではないかと思います。天文台の運営も全国

的に非常に厳しい状況で、自治体側からするとお荷物になっていると

も感じています。いかに切り返していけるのかが問われています。イ

ベントとか集客とか話題性で訴えるのかどうかということもありま

すが、元々、生涯学習施設ですから、学びが根底にあり、遊びによっ

た部分で裾野をどのように広げていくのかについては館として方針

があると思います。いたずらに入館者数を増やしても、中身が薄まっ

てしまってはどうしようもないというのが現場のスタッフの思いだ
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と考えます。それをどうやったら評価してもらえるのか、やり方がな

かなかわからないし、もどかしい思いをしているのではないでしょう

か。質的な評価を量的な評価として示していけるかが重要なポイント

だと思います。 

 

館  長：冒頭、11月に昨年度事業の評価報告をさせていただきたいとして

おりましたが、評価の質的な部分を見える化する、量的に表してい

くもの（指標）を持っておりませんでしたので、非常にありがたい

ご意見です。今年度・来年度の事業に対して、お客様の感想など、

量的な部分だけでなく質的な部分も評価が見えるような工夫をして

いきたいと思います。当館は教育委員会に属していますので、まず

は教育というのがベースになると思います。ただ、教育だけだとど

うしても固定のお客様が多くなり、レジャーとしての利用を考えて

いる人の誘客が難しい部分もあります。やはりメリハリが大事であ

ると考えておりまして、学芸員の各分野の研究を発表する企画展、

民間のノウハウを使いながらある意味、娯楽性の高い特別展など、

バランスよく計画していきたいと考えております。 

 

事務局 ：アンケートについては実施しておりましたが、臨時休館以降は中止

しています。感染症対策などをふまえ、また実施できる状況になり

ましたら再開いたします。  

 

会  長：ありがとうございました。リニューアル後の運営方針にもあります

が、アンケートは質的・量的な評価には非常に重要な手段です。固

定客は危機的なときには我々を支えてくれる存在です。相互コミュ

ニケーションが重要と考えております。 

 

委  員：先ほど他の委員からもありましたが、運営と財政の部分について、私

なりの見解を述べさせていただきます。博物館関係は全国的にこの

30 年の中で多く建設されており、特に 1980 年からの 20 年で 2

倍に増え、そのあとの 20年で頭打ちになっています。これが何を表

しているかというと、経済に比例しているのです。経済に余裕がある

ときには人々にも余裕があって、このような時期に（博物館の）建設

ラッシュが起こります。その後の２０年間は日本がデフレ期から脱

却できず、加えて消費税増税や新型コロナウイルスの影響など GDP

が下がるような経済状況では博物館の運営は非常に難しくなってい
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きます。博物館の意義を見直したときに、人材育成や歴史や人の生き

る知恵の伝承など、そこは大切にしてもらいたいところです。財政を

抜きにして、とはいきませんが、これからも博物館の本来の意義をし

っかり見つめながら精査していかなければならないと考えておりま

す。みなさん独自の企画等をたくさんもっていらっしゃるので頑張

っていただきたいと思います。 

 

委  員：今までの話は外から見た博物館という観点からのお話だったと思い

ますが、別件についての質問です。学芸員はとても頑張っていらっ

しゃるなと思うのですが、学芸員自身が知識を深めるための予算、

学会などに参加するための予算は博物館にあるのでしょうか。もし

くは自費で参加されているのでしょうか。 

 

事務局 ：以前は博物館として学会には所属しておりませんでしたが、幸い去年

からは博物館としていくつかの学会に所属しています。以前は学芸

員がそれぞれ学会に入り、自費で参加しておりました。しかしながら、

所属はしているものの館の業務が忙しく、私はここ７～８年、学会に

参加できていないというのが現状です。学芸員は勤務時間外にも余

暇を利用してそれぞれ勉強をしています。学芸員として、質を高める

ための活動をしていかなければならないと感じています。また、現在

は各分野ごとに学会等（学会・協議会等）に入っている状況で、昨年

度の天文分野は出張にて学会に参加しています。他の分野について

も学会参加の要望があれば、しっかり予算を確保して進めていきた

いと考えております。 

 

委  員：最近インターネットで博物館のランキングを見ました。あるサイトで

は全体の４５件のうち 3番目くらいかなと思っていたら、２４番目と

出ていました。これはどのような理由でこうなっているのかはわかり

ませんが、先ほどの評価のこともありますので、このあたりの原因を

考えていくことも大事なのではないかと思いました。 

 

館  長：貴重な情報をありがとうございます。どのような評価でそうなって

いるのかは調べてみたいと思います。足りない部分があれば、それ

を補っていくようにしたいと思います。 

 

委  員：リニューアル後に雨漏りが発生するなどということは、普通では考
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えられないと思います。アフターフォローがどうなっているのかが

知りたいところです。今一つは駐車場の問題です。県立美術館も同

様ですが、熊本城が閉鎖されると公園内の駐車場も閉鎖されてしま

います。博物館をつくる時にも、このアクセスが一番問題でした。

また、先ほどの博物館ランキングの低順位については、当初から関

わっている人間としては心寒いものがあります。 

        

（※雨漏りについては、リニューアル工事の施工範囲外の箇所から発生したもの。） 

 

委  員：城南の塚原資料館をもう少し活用すべきと思います。非常に場所は

いいし、外に自然公園もあるし、新発見の遺物展もすごく良かった

と思います。アンケート以上に人（来館者）が入っているのではな

いかと思ったところです。塚原資料館をもっともっと活用して国史

跡と塚原古墳群と一体化して情報発信できれば、お客さんも多くな

ると思います。質と量（評価）の課題について、行政は量がないと

わからないというし、確かに量の方がわかりやすい。質をどう評価

するかというと、今のところアンケートなど、心情的なものになる

のでは・・・。そういうのをしっかり取っていかないと、博物館の

整理・集約等が行われてしまうのではと危惧します。ぜひ来た人が

満足するような、建物の中に入って得られる感動をアピールしてい

く必要があると思います。博物館の建物は立派ですし、例えば県立

美術館の壁の色は「有明海の夕日の色」などの意味があるので、そ

ういったこともアピールするのはどうでしょうか。 

 

事務局 ：博物館は敷地を利用したイベントがなかなかできにくいと思います

が、塚原歴史民俗資料館は敷地が広いので屋外イベントも可能で

す。体験教室に力を入れており、7月に「藍染めの教室」を行いま

したところ、非常に好評で 20名の定員に対して、100名の応募

がありました。ほかのイベントにつきましても、市民ニーズに合わ

せて行えば入館者も増えると考えます。博物館と連携して多くのイ

ベントを行っていきたいと思います。 

 

委  員：教育活動では博物館は大きな存在で、子どもたちが博物館に足を運

ぶたびにいろいろな興味関心を持ちます。「不思議の種を蒔く」と

いう言葉が先ほどありましたけども、本当に不思議の種をよく蒔い

てもらっていると感じます。今の悩みを申し上げますと（新型コロ
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ナウイルス感染拡大の）第二波が来ていて宿泊教室や修学旅行で行

う学習をどうしていくのかが喫緊の問題です。宿泊教室について

は、これまでも金峰山に行く前にプラネタリウムや自然に関する事

前学習ができていて、とても充実していました。修学旅行について

は、県外に行けないときに博物館での学習をお願いできないかと考

えていました。長崎で行うような平和学習や放射線教育は熊本市内

でできないか、例えば博物館で事前に勉強をして長崎にも行くとい

うようなことができないかを考えていました。YouTube開設のこ

とは知らなかったので、校長会などでも宣伝して登録者数を増やし

ていきたいと思います。 

 

会  長：今、小中学校では ZOOMでの遠隔授業が行われていますが、博物

館では ZOOMを利用されているのでしょうか。 

 

事務局 ：博物館にもライセンスが付与されております。今後、情報発信や遠

隔授業など、ZOOMを利用した事業を行った際には、皆様にご報

告させていただきます。 

 

会  長：ありがとうございました。10分ほどオーバーしましたが、これで

本日予定していた議事は終了したいと思います。ありがとうござい

ました。 

 

事務局 ：会長、議事進行ありがとうございました。 これにて令和２年度第

１回熊本博物館協議会を閉会させていただきます。ありがとうござ

いました。 

 

○閉会 


